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２０１７年４月１５日（土）

なぜ反対同盟は６０年も続いてきたのか
４月１５日（土）に百里公民館で、８回目の「百里を語る会」が行われ、９人が参

加しました。今までは平日の午前中に開催してきましたが、参加車の都合も考慮し今

回からは土日の開催に変更になしました。

今回のメインテーマは、「なぜ反対同盟は６０年も続いてきたのか」です。講師の伊

達郷右衛門氏が、その要因を３つの観点から提起しました。

Ⅰ 「営農確立こそ基地闘争だ」－百里の陸田化

１９６４年～６７年頃に、百里では畑の陸田かが進みました。その先鞭をつけたの

は宮澤昭さんだったようです。それまでの百里の農家はさつまいも・落花生・トウモ

ロコシなどを作付けして専業農家として生活していましたが、収入は低く厳しい生活

を強いられていました。減反政策が始まる前、米は食糧管理制度の下で価格が保障さ

れ、１~２町歩でも十分に生活できる状態でしたので、陸田化により百里の農家の生活

も安定し運動を継続することができたのではないでしょうか。もちろんその背景には、

戦争の悲惨な体験がありました。

Ⅱ 多彩で力強い百里への支援

１９６５年の百里基地懇談会の結成と一坪運動の取り組み、初午祭りの恒例化が最

初の大きな力になりました。また１９７５年の百里基地反対連絡協議会の結成と東京

高裁傍聴・宣伝や新一坪運動も運動を盛り上げました。１９８３年の「百里から最高

裁への平和行進」、１９８４年の「１０・２１百里５千人集会」、２００６年の１００

０人参加での「Ｆ１５来るな２・２５百里集会」などもありました。さらに１９７８

年にさつまいも作りからスタートした「百里平和農園」、１９８７年の騒音調査、１９

９０年の日米共同訓練反対行動、１９８９年の百里平和公園完成など多彩な取り組み

が行われてきました。この間、１９８８年に発足した百里平和委員会、再建された県

平和委員会も反対同盟と共に多彩な運動を展開してきました。

Ⅲ たたかいの「武器」 各種パンフ、本、チラシ、マップなど

運動支え宣伝するために多くのパンフ、本などが作成・配布されました。１９８９

年のパンフ「百里」、１９９８年の「百里物語」、２０１３年のマップ「百里」など。


